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〜 始まりはいつ？ 告知するのは誰？～

糖尿病劇場®は、ありふれた日常場面を切り出し提示します。
医療者の行動・言動、患者の何気ないつぶやき・しぐさに
注目してみることで新たな発見ができるかもしれません。



劇場を通して皆さんと一緒に考えたいこと

私たち医療従事者は、患者さんに最善の治療を考えて一生懸命に動いています。しかし、時として、
私たちの思いと患者さんの思いがすれ違うことがあります。日ごろ出会う患者さんとの一コマを取り
上げ、チームで患者さんに関わる難しさを一緒に考えてみたいと思います。

腰椎椎間板ヘルニアの手術目的で弓ヶ浜病院の整形外科病棟に入院した三徳さん。

持参した薬剤について病棟薬剤師・松葉さんが確認していたところ、糖尿病薬が含まれていました。

松葉薬剤師は、三徳さんに糖尿病の薬と伝えますが、三徳さんは納得いかない様子です。

～ 登場人物＆あらすじ ～

患者：三徳 修 ・・・・ 本田 正宏

高血圧などの慢性疾患は、地元のなじみのある医師に診てもらっている。

今回、歩行困難で、総合病院へ入院となった。

本人は糖尿病という認識はなく、告知も受けていない様子。

薬剤師：松葉蟹男 ・・・・ 小野 悦盛

整形外科病棟の担当薬剤師。糖尿病のある人との関わりは経験が少ない。

普段から入院された患者の持参薬を確認する業務に従事している。

薬剤師の仕事柄、適応症には注意している。

看護師：大山 米子 ・・・・ 岡 香代子

整形外科病棟の看護師。CDEの資格をもっており、過去、外来で様々な

患者と接してきた。現在は、過去の経験を活かし、整形外科病棟に

入院する患者と接している。
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